J — 白米 - 無洗米 - 五穀米 - 発芽玄米^ - 玄米 

A 


お米 


で 


お米の種類 
を選択して 


で 


rniri _ ,你を朽黑 型式 RZ-SV100K / SV180K 

な 型式 RZ-SX100J / SX180J 

カンタンご使用ガイド 


詳しくは「取扱説明書 J をご覧ください。 

>、•■が このマ-クは「取扱説明書」の記載 
■•の A ,ぺージでず。 


ごはんの炊さかた (-» P.14 〜巧 )予約炊巧をずる場合 这 EM ] 浸し燃瞬ずる場合 毎を！ 
〇 付属の計量カップでお米を計量する 

(付属の白米用•無洗米用計量カップを使い分ける） 

@ お米を研ぐ 

© 炊きかたに合った水位目盛で水加減をする 
〇 内がまを本体にセットする 

@ ふたを閉める （「カチッ」と音がするまで確実に閉める） 





II でお米の種類を選択して、療基で炊きかたを選択する 


と謂の選が方法 


( i 畫）とは、押ずごとに下図の順に切り替わります。 



(保湿) 


郵里 h 


V 


IliJ - 揉 

み卵 ‘ 


M 


炊きかたを 
選択する 



- 湿- 

局 


- 温- 




> 印の付いた メニューは r 少量巧 飯」コース 対応 メニューです。 


© ® を 押す^ 


□ディー(ブザー)が鳴ったら炊飯終了、自動的に保温になります 


調埋のしかた(煮込み、臘、温泉卵、発酵、パン々-キ、蒸し） 屈 


24.36 


〇 




© 


お米で「調理」 
(調理）を選択して 


;( ニユ-で X ニユー 
(保湿）を選択する 


分 


で加熱時間 
を設定ずる 


f 


i 煮込み> 

雑炊 
温泉卵 
発酵 
八ン•ケーキ 
^ 蒸し 

「調理 J は蒸気が出まず。 

J 


結 


♦加熱時間や調理のしかたは、取扱説明書•料理集 
〔今 P .36 〜611を参照してください。 


♦少量のごはん （1.0 L タイプ:2カップまで、1 .8 L タイプ:3カップまで）を炊くときは「少量炊飯」コースを 
おずずゆしまず。上の図の •印が 対応/ニユーでず。襲!を押してください。（一度設定ずると記憶されまず) 
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保温高 
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おかゆ 



> 


s 几中 
e 又た 

でさ 

ません 


標準的な炊飯に 



よりねばり 
甘みを引き 
出したい 
とさに 


新米に、 
吸水が早< 
ベタつさやずし、 
お米に 


短時間で炊飯したいとさに 


炊込み(具を入れた）ごはんに 


白米 
無洗米 


おかゆ(全がゆ）に 


> 

> 


♦新米や、 P あ水が早くベタっ 
きやずいお米を炊くときは、 
「極上新米」を選んで炊いて 
ください。水分の多いお米 
を、ベタつきを抑えて炊き 
上げまず。 

•'炊飯中屈万)が点'灯しまず。 
保温になると匿冠は消灯 
します。 

♦少量のごはんを炊くときは 
「少量炊飯」コースをおずず 
めしまず。ごはんの煮くず 
れや焦げを抑えて、ふっく 
ら炊き上げまず。 

参市販の炊込みごはんの素を 
使用ずるときは、具をお米 
の上にのせるようにし、 
かき混ぜないでください。 

参蒸気の出る量は、炊きかた 
によって異なりまず。 


選ぶお米とがきかたの使い分け 


こんなとさに 


選ぶお米と炊さかた 


使う水位線 I 少量炊飯 



II 


結 




少量 


五穀米（雑穀米）を 
炊くときのポイント 


>五穀米（雑穀米）は、白米の 3 割仪下の量を混ぜてください。 

>五穀米は 5 種の雑穀（五穀）に限らず、より多くの種類の雑穀を混ぜたものでも炊飯できまず。 
>お米と五穀米（雑穀米）は、付属の白米用計量カップで別々に計り、洗ってください。 

(粒のルさな雑穀は、茶こしなどを使って洗うと便利でず） 

>市販の五穀米（雑穀米）の説明書（袋などに記載）も参考にしてください。 


が点灯しまず) 



riL ril 


定きす 

設でま 
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A 警告 


Q 

〇 


♦圧力炊飯中 （ 医ち]の表示点灯時)はふたを開けない 

圧力がかかっているため無理に開けるのは危険でず。 


•炊飯中にふたをやむを得ず開けるときは「切（とりけし）」ボタンを押して炊飯を中止し、点滅しているを 力 1の 
表示が消えてから（約30秒後）、ふたを開ける 

-圧力が抜けて蒸気□から蒸気が勢いよく出まずのでミ主意してください。 

-炊飯を続ける場合は、お米-炊きかたの選択を確認し、「炊飯（再加熱）」ボタンを巧してください。 

炊飯を中止した状態によつてはうまく炊き上がらないことがありまず。 


Q 


食ががとび出したり、湯がふき出したり、突然ふたが開いてやけどのおそれ 


♦取扱説明書•料理集に記載の炊飯および調理 ニュー於外の用途には使わない。次のような料理には使わない 


•ねりもの（はんぺんなど)や豆類、麵類など 
の加熱中にふくらむ具材の煮込み料理 
(赤飯は、ささげを別にゆでてから調理します。 
詳しくは料理集をご覧ください F » P -43 J ) 
• 急激にあわの出る「重そう」などを使う料理 


•多量の油を入れる料理 

♦「カレー」や「シチュー」のルーなど、のり状になる料理 
•ジャムなど泡立つ料理 

♦食材をポリ袋などに入れて炊飯器で加熱ずる料理 


♦青菜、トマトなど薄皮状のものが浮きやずい野菜、具材を入れた料理や、クッキングシート、アルミお、 
ラップを使った料理はしない（料理集に記載の蒸し調理を除く） 


蒸気リサイクル(給水レスオ—トスチ—7 —)について 片 P.2 1126 27 29 ) 

炊飯中の蒸気を圧力で閉じ込め、給水レスオートスチーマーで水にし、蒸らし•保温時にスチームにしてリサイクルします。 


ism ♦プレ-卜を付けないと、スチ-ムによる加湿効果が得られなく 
なりまず。 

♦炊飯(蒸らし)終了後•保温中は スチームで 加湿しているため、才一 
トスチーマーの表面にもつゆが付きまずが、 故障ではありません。 
♦炊飯ずるたびにふた加熱板とプレートを外して洗ってくださし、。 
(おねばが乾燥-変色したものがたまる原因） 

(保温しない場合は水がたまりずざてごはんにたれる原因） 

♦お手入れは、本体が;令めてからスポンジなどのやわらかいもの 
で洗い、たわし、ナイ□ンたわしは使わないでください。 

(表面のフッ素被膜を傷つける原因） 



給水レスオートスチーマーを取り付けるときのご注意 



両側の、ソ X がふたの溝に差し込まれていないと、 
ふたを閉めるときに、ソ X が破損したり、変形す 
ることがありまず。 
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店力式炊飯器だから 


f ふたの操作は 

1 確実に 

♦ふたの前方中央部(手前側)を、ゆっくり押して「カチッ」と音がずるまで確実に 
閉めてください。圧力式は密閉度が高く、空気が抜けにくいため、ふたを勢い 
よく閉めると閉まりません。 

♦炊飯後、ふたが開くのに少し時間がかかることがありまず。 

1 炊飯•調理中に 

ふたを開けない 

♦炊飯•調理中にふたを開けないでください。（やけどのおテれ） 

♦ふたをやむを得ず開けるときは、「切（とりけし）」ボタンを押して炊飯を中止し、 
点滅している 1 圧力 1 の表示が消えてから（約 30 秒後）、ふたを開けてください。 

1 水加減は 1 

1 tK 位目盛を巧って 

♦水位目盛より多めに水加減ずると、圧力を抜くときにふきこぼれる場合が 
ありまず。水位目盛を守ってください。 t 

1 炊飯•調理中に 

1 勢いよく蒸気が出る 

1 ことがありまず 

♦炊飯•調理中は蒸気口に手や顔を近づけないでください。 

-炊きかたによっては炊飯の途中で蒸気が出まず。 

•炊飯•調理中に動かしたり、揺らずと、勢いよく蒸気が出まず。 

♦炊きかたによっては蒸気が出まずので、壁や家具に蒸気が当たらないようにご 
使用ください。 

1 炊飯直後にふたを開けると ^ 

1 つゆがたれることがあります. 

♦圧力式で蒸気が抜けにくいため、炊飯直後にふたを開けるとつゆがたれること 
がありますが、異常ではありません。つゆ力《気になる場合 （今 P.29) 


お困りのとさは (- » P .30 〜 35) 

修理を依頼される前に次の点および取扱説明書「お困りのときは」をもう一度お調べくださし、。 


こんなとさは ^ 

ここを確認 

ごはんが軟らかい、ベタつ<、 
硬い、おがある、生煮え、 
ムラがある 

♦炊さ上がったごはんは、ずぐにほぐしまず。 

♦お米の量は付属の計量カップで計り、 乂ニューごとの 「炊飯できる量」を超え 
ないようにしてください。 (- > p .14 s 30 ) 

保温でごはんが乾燥する、 
黄変する 

長時間の保温や再加熱の繰り返しは、におい•黄変が発生しまず。異常ではありません。 
♦蒸気キャップ、プレート、ふた加熱板は忘れずに取り付けて保温します。 
♦白米は、すずざ水がされいになるまですすざます。 (今 P .14、22、23、33 ) 

使用時に 

いろいろな音がする 

炊飯•保温中など使用時には次のような音がしまず力《、異常ではありません。 

♦「カチ、ソ」と音がずるのは圧力調整装置の動作音でず。 

♦「ブーン」と音がずるのは;令却ファンの回転音です。 

♦「ジー」または「カチッ」と音がするのは内がまの IH 加熱音でず。 (- ► P .34) 

炊飯中にふきこぼれる 

♦多めの水加減は、水位目盛の「軟」までにしまず。 

参お米の量は付属の計量カッフで計ります。 [ P .14 s 3 T 1 

巧がまについての ごを意 ' 

♦内がまを取り出ずときは、両手でまっすぐ上に引き上げてください。片手で引き上げると本体に引っかかり、 
取り出しにくくなりまず。 

♦内がまには炊飯 • 保温に優れた性能を発揮ずる特殊な「溶射打込み鉄製法」を採用していまず。に V タイプのみ） 

•特殊製法により、内がまはやや重たく、外側はザラ、ソキがありまず。本体への出し入れの際には、本体とこずれて内がまに 
プラスチックの粉がつく場合がありまずが、使用上の問題はありません。スポンジで洗って落としてください。また、流し 
台に底面を強く押し付けまずと、流し台に擦り傷がつく場合がありまずので、ごミ主意ください。 

•床に落としたり、流し台に強くぶつけたりしまずと、内がま外面の町込み鉄」がはく離ずる場合がありまず。そのままお使いに 
なりまずと、内がまに接ずる本体内部のプラスチックが溶けたり、においを生じることがありまず。このような症状が生じまし 
たら、スイ、ソチを切り、]ンセントから電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店にご連絡くださし、。 
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